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機械工学科 Applied Physics II ２学修単位　(講義60+自
学自習30)

KATSUYAMA Tomoo
KOMA Yoshiaki

　　授業の概要

前期は，１－３年で履修した物理学および応用物理Iを応用して，重要な物理現象のいくつかを講義と実験の両面から学ぶ。同時に，実験データ
の解析や誤差の扱いについても学ぶ。後期は講義により電磁気学の基礎，特に電荷と静電場および定常電流と磁場に関する諸法則を中心に学
ぶ。

本校学習・教育目標（本科のみ）

技術者の社会的役割と責任を自覚する態度

自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力

工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力

豊かな国際感覚とコミュニケーション能力

実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢

振動 強制振動と共振の実験と解析

プログラム学習・教育目標
（プログラム対象科目のみ）

実践指針
（プログラム対象科目のみ）

実践指針のレベル
（プログラム対象科目のみ）

B. 数学、自然科学及び情報技術を
応用し、活用する能力を備え、社会
の要求にこたえる姿勢

(B1) 数学、自然科学及び情報技術の知識を、環境エネル
ギー工学、新機能材料工学、医療福祉機器開発工学等
の複合・融合領域に派生する社会的ニーズに応えるため
に活用することができる。

(B1-3)環境エネルギー工学、新機能材料工学、医療福祉機
器開発工学等の複合・融合領域に関する課題に数学、自然
科学及び情報技術の知識を適用できる。

　　授業目標

１．実験を正確に行い，データを正しく解析し，結果を適切な有効数字で，かつ，グラフを用いて表現することができる。
２．実験結果およびその背景にある物理現象について正しく理解し，関連する諸量を計算できる。
３．静電場における電荷と力の関係，電気力線や電位の概念を理解し，基本的な静電場およびコンデンサーに関する物理量を計算できる。定常
電流と磁場に関連する諸法則を理解し，磁場，ローレンツ力に関する物理量を計算できる。電磁誘導など時間変化する電磁場の性質を理解し，
関連する物理量を計算できる。(B1-3)

授業計画

ガイダンス ガイダンス，安全な実験

誤差と有効数字１ 誤差論

誤差と有効数字２ ノギスとマイクロメータを使った測定基礎と実習

光の回折 光の回折（講義）とレーザー光を用いた回折の基礎実験

応用物理実験解説１ 光の粒子性とプランク定数

応用物理実験解説２ 荷電粒子の運動（電子の比電荷と電気抵抗の温度係数）

前期中間試験 前半のまとめと確認テスト

応用物理実験１ 電気抵抗の温度係数

応用物理実験2 電子の比電荷

放射線 放射線の基礎知識

応用物理実験３ 光電効果

応用物理実験４ 水素原子のスペクトル

応用物理実験５ Ａ．放射線の測定　Ｂ．光速度の測定　Ｃ．万有引力の測定　Ｄ．光の回折　より１テーマ

前期末試験

前期のまとめ

電荷と静電場 電荷，クーロンの法則，電場

電荷と静電場 電荷分布と電場，電場中の荷電粒子の運動，ガウスの法則

電荷と静電場 電荷分布と電位

電荷と静電場 電位と電場の関係

電荷と静電場 平行板コンデンサ，コンデンサの容量，誘電体

静電場のまとめ 演習

後期中間試験

定常電流 電流

定常電流 オームの法則

定常電流と磁場 磁場，磁束密度，ビオ・サバールの法則

定常電流と磁場 アンペールの法則，ベクトルポテンシャル

時間変化する電磁場 ローレンツ力，磁場中の荷電粒子の運動

時間変化する電磁場 変位電流，電磁誘導，ファラデーの法則

電流と磁場のまとめ 演習

学年末試験

後期のまとめ

前期は試験の平均を70％、実験レポートを30％の重みとして評価する。期末試験を50%の割合で，100点を満点として評価する。後期
は定期試験の平均点を80%，演習課題レポート20%で評価する。授業目標３（B1-3）が標準基準（６割）以上で、かつ前期と後期の評価
点の平均が60点以上の場合に合格とする。評価基準については、成績評価基準表による。

前期はテキスト配布。後期は「科学者と技術者のための物理学III（電磁気学）」サーウェイ著，学術図書。

備考
1.試験や課題レポート等は、JABEE 、大学評価・学位授与機構、文部科学省の教育実施検査に使用することがあります。

2.授業参観される教員は当該授業が行われる少なくとも1週間前に教科目担当教員へ連絡してください。


